
 

 

 

 

 

 

国・都道府県の庁舎で初の「減築」を行った 
県庁舎耐震・長寿命化改修工事        
（平成 27年～30年度） 

ジェネラリスト＆スペシャリスト 

青森県は、「選ばれる青森」をめざしてチャレンジ

を続けています。 

その中で、電気職員の知識・感性・発想は、建

築・インフラ整備・防災・エネルギーの幅広い分野

で必要とされ、各分野においてスペシャリストとして

活躍しています。 

あなたの技術を、青森県の力として生かしてみま

せんか。 
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青森県 
 

設備職の仕事 

（電気編） 

 
 

改修後 

改修前 



 

     

電気職の主要業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森空港での航空灯火監視状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

新青森県総合運動公園陸上競技場 

（平成 30年竣工） 

 

主な配属先（電気職） 

＜本庁＞ 

県土整備部建築住宅課／都市計画課 

総務部財産管理課／工事検査課 

教育庁学校施設課 

＜出先機関＞ 

中南・三八地域県民局地域整備部下水道課 

（弘前・八戸） 

青森空港管理事務所（青森） 

青森県立中央病院（青森） 

八戸工業用水道管理事務所 （八戸） 

 

 

 
 

＜メッセージ＞ 

 

川口
かわ ぐ ち

 弘暉
ひ ろ き

    
 

H25年度 山形大学工学部卒 

H26年度 東青地域県民局地域整備部 

（営繕課） 

H29年度 中南地域県民局地域整備部 

（下水道課） 

R  元年度 病院局運営部(管理課) 

R  4年度 総務部財産管理課(営繕グループ) 

 

• 県有施設の整備 

県有施設（県有建築物、下水道施設、空

港灯火施設）の新築・修繕に伴う電気設

備工事の設計・工事監理等に関する業務を

担当し、高い技術力と豊富なノウハウをもと

に、青森県の気候風土に合わせた質の高い

施設を造ります。 

• 施設管理 

県有施設の電気設備の運用において、日々

の管理だけではなく、長期保全や省エネルギ

ーを意識した高水準の維持管理を行いま

す。 

• ファシリティマネジメント（FM） 

価値ある県有施設を次世代に継承するた

め、施設の効率的利用や長寿命化の推進

など、施設を経営的視点から最適な状態で

管理・運営する手法である FM を実践してお

り、青森県の FM は全国随一です。 

 

 

新採用で配属された営繕課では、県有施設

の設備改修を担当し、工事の発注・監理を担

当しました。下水道課や管理課では施設管理を

担当し、省エネ・効率化を考慮して電気設備や

機械設備更新の設計・工事監理を行いました。

工事監理には、多くの調整を必要とし、課題の

解決も必要ですが、課題を解決し、工事が完成

した際には大きな達成感があります。 

青森県の電気職員は、人数は少ないです

が、各分野の知識や経験を持った職員が揃って

います。電力系が得意な方は、下水道・営繕に

おける受変電・発電設備の整備や施設管理等

で活躍できます。ソフトウェアや通信系が得意な

方は、防災システム等種々のシステム開発・運

用において能力を発揮できます。 

また、電気職員は他の職種とともに業務を行

う機会が多く、新たなチャレンジも行っています。 

ぜひ、私たちと一緒に仕事をしませんか。 


